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0.  報告日：2012年	 8月	 18日（土） 

1.参加期間と場所：2012年 7月 30日（月）～8月 4日（土）、大韓民国・釜山大学	 

2.申請者と所属チーム	 

（所属、学年）	 （所属チーム名称）	 

	 A2_JO3 	 

	 

大分大学大学院工学研究科	 

建設工学専攻博士前期課程 2年	 （構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員	 

（氏名）	 

資
料
作
成
者	 

	 岩田	 和哉	 

所
属
チ

ム	 

	 Kazuya IWATA、大分大学、M2 
Natsuki HIGUCHI、大分大学、M1 
Yuki SUEYOSHI、九州大学、M1 

3.感想と今後の抱負	 

	 まずはじめに、海外での WS という非常に貴重な機会を設けて下さった大学及び先生方、

関係者の方々に感謝したいと思います。私は今回の DWS が 2 回目の参加となりました。前

回同様、短期間の中で瞬発力、持続力、またグループで作業を行う中で協調性というもの

が求められるものでありました。また、M2 というグループの中で最高学年ということもあ

り、まとめ役としての統率力が求められることが多かったことも今回の WS の特徴でもあり

ました。昨年度の経験から、一年間の中で 3D 技術を向上させたことにより、結果としまし

ては銀賞を頂くことができ、非常に実りのある WS になりました。しかしながら、金賞は中

国の学生が受賞となり、技術面では差はなかったように感じたのですが、語学力、プレゼ

ンテーションにおいて明らかな差があったことが大きな原因であると感じました。また、

自分自身の語学力の成長が昨年から殆ど無かった事を痛感しました。また、このような短

期間の設計活動を行う中で、アイデアをいかにシンプルに相手に伝えることができるかが

重要になり、その表現能力はこの期間中に身につけることができました。短期間ではあり

ましたが、多少なりとも自分の技術の成長ができたと感じております。	 

	 今後も機会があれば、このような海外での活動に積極的に参加し、自身のスキルアップ

へと繋げていきたいと考えております。	 

4.	 提案作品	 

タ
イ
ト
ル	 

RAMIFICATION 
 （銀賞受賞）  

概
要	 

対象敷地であるミルキーバレーは、釜山大学の中心に位置

し、活用されるべき場所であると考えた。しかしながら、

現状は南北を分ける壁のようになってしまっている。よっ

て私たちは、ミルキーバレーを、南北を分ける存在から繋

ぐ存在へと変えることを提案する。建造物の設計において

は、今回の課題である東道西器を、東道＝アジアらしさ（木

造）とし、木材の特徴である曲げを生かした一つの道を制

作した。この道は複数枚の木板のレイヤーで出来ており、

一部は曲げによって分かれ、様々な機能を持ったフォリー

を形成していく。 
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5.	 提案作品のパネル	 

	 

	 


